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【主題】主体的に考え，表現する児童の育成 

 

【副題】〜自ら決める，自ら学ぶ，共に深める単元・授業デザインを通して〜 

 

【学校・団体名】 羽咋市立粟ノ保小学校       

     【役職名・氏名】 校長  田中 利弘        

１ はじめに 

 本校は羽咋市南部の田園が広がる小高い丘に立地し

ている。在籍児童数は、８クラスで全校児童70名の小

規模学校である。昨年度は、２・３年生の複式学級が

あったが、令和６年度いったんは解消されている。１

クラス７人～１６人と少ないため、全職員で全校児童

を指導する意識が高く、きめ細かな指導・支援が行き

届いている。反面、主体性の弱さも感じている。考え

られる理由としては、失敗を恐れる心があるのではな

いかと考えている。自分の考えが間違っていたり、人

の意見と違っていたりするのをいやがる姿が見られる。

考えの違いから自信がない児童も見られる。小規模校

ゆえのみんなと同じでないと不安になる傾向が認めら

れるのである。素直で先生の話もよく聞く児童たちで

はあるが、これからの予想できない世の中をたくまし

く生き抜いていくためには、主体性をより育てていく

必要性があると感じている。  

 本校の所在である羽咋市は、デジタル教育を早くか

ら推進している。タブレット端末を活用し、児童が主

体的に学び・考える学習環境の中で、最適な学習方法

を選択し、自ら学びを深める力を身につけさせていく

ことを目指している。 

前述の本校児童の実態と課題、、そして将来の求めら

れている能力を踏まえて、本校で身につけさせたい資

質・能力を「主体性」「言語能力（対話力）」の２つを

設定した。これらは、重なり合う点で共通部分が多い

と考えている。つまり、主体的でないと対話も生まれ

ない。逆に対話が成立している時点で主体的であると

言うことである。対話が生まれるためには、お互いに

「聞く」「話す」が基本であり、他者の考えを理解しよ

うとしなければならない。 

２ 研究仮説 

（１） 学習計画や単元，授業の流れを児童が自己決 

定する場面をつくるとともに，どんな力をつけたいの

かを児童と共有することによって，児童が主体性をも 

って学習に取り組むことができるであろう。 

（２）児童の実態を踏まえてつけたい対話力を設定し，

一単元，一時間の授業の中で対話力を高めるための活

動を計画的に行うことによって，確実に児童の対話力

を高めていくことができるだろう。 

３ 研究の重点 

（１）「協働的な学び」を実現するための対話力の向上 

（２）児童の主体性を高めるための単元授業デザイン 

（３）児童の実態に合わせた「個別最適な学び」を実

現するための指導の工夫 

（４）ＩＣＴを活用した確実な学力の定着 

４ めざす児童像 

（１）未知に対してねばり強く主体的に学ぶ 

（２）根拠や理由を明確にして考える 

（３）必要な事柄を用いて筋道立てて表現する 

５ 実践へ向けて 

 学校研究を推進していく上で、職員間で「主体性」

「言語能力（対話力）」のとらえ方を統一することが

必要であるが難しい。そこで、研究主任による単元計

画の作成の時間を設定し全職員で参観することで、イ

メージを持つことができた。共通理解してはじめて共

通実践を試みることができるのである。 

主体性を身につけさせるためには、教師が学習の流

れを示す単元計画作成することである。学期に１回児

童と話し合いながら計画することとした。 

これまでは、新しい単元の学習計画は教師サイドで作

成していた。これを児童と共有することで学びの見通

しをもつことができるように計画した。これが単元デ

ザインシートである。 

子どもたちの実態に合わせ、単元のゴールを示し、

到達するためには何が出来なければならないか、一人

でできるか，友だちと協働するか、みんなで学びたい

など、どのようにして学習を児童に委ねさせるのかを

想定するものである。 

 

 

 

 

 

 チームで学ぶ 

個で学ぶ 



2 

  

児童に単元の中のどこで主体的な学びを入れられる

のかを計画することで、教師も教材研究を深めておか

ないといけない。本時レベルでは、自分で課題を作り

解決していく時間も出てくる。児童は、自らの学びを

自己決定し、選択するので課題に対しての自分の考え

を必然的に持つことになり、「主体性」を育てることに

つながると考える。 

下記は、児童と共に作成した単元デザインシートで

ある。シートの右側には、それぞれの時間の振り返り

を記入していく。振り返りの内容が重要であり、その

時間の学び方について記入することで、次回からの問

題解決に向けてどのように学んでいけば良かったのか

何がまずかったのかを自分で理解できるのである。そ

の繰り返しの学びこそ「主体性」につながるのである。

児童の学び方の深まりを期待している。 

 

 

 

 

 

対話で学びを深めるためには、「聞く」「話す」が基

本であり、他者の考えを理解しようと聞かなければ生

まれるはずがない。一方通行の話で終わってします。

本校でも以前から継続していた聞き方・話し方がある

が、それを基本にバージョンアップし、次の表を作成

した。全校での共通理解・共通実践を試みた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員はもちろんのこと、全校児童に共有してもらう

ことで共通実践ができる。実際に児童による寸劇を取

り入れた「学びアップ広場」学習オリエンテーション

を実施した。 

 

 

 

 

 

このことは、学校全体であしなみをそろえて学習を

進めるねらいがある。さらに、研究からこれまでの児

童や教師のアンケート結果を紹介し，自分たちの実態

や傾向を児童自身が知る機会とした。職員、児童共に

「主体性」「言語能力（対話力）」を身につけていくこ

との方向性を共有した。 

学習オリエンテーションを受けて、この対話をベー

スに授業を進めていくが、児童が使いこなすまでには

難しい。そこで、授業中以外にも日常化させ慣れさせ

るというねらいで、毎日の帰りの会を利用してペアや

グループに対話テーマを与えて習慣づけている。 

授業は教科のねらいを達成しなければならない。対

話することが目的にならないよう注意が必要になって

くる。授業における対話のポイントとしては、「何のた

めに誰と協働するのか」、「そのためにどんな対話があ

れば良いのか」などの視点が必要である。 

 

 

 

 

 

なお、本校では対話はペアやグループはもちろん一

人の考えを全員で聞き、そこから「どうしてそう思っ

たの」「それってどういうこと」などの子ども同士でつ

ないでいく過程も対話として捉えることとした。教師

のコーディネート力が鍵となる。 

６ 実践事例 

 紹介する事例は、令和６年度１学期に実践した授業

である。 

（１） ６年算数「分数でわる計算を考えよう」 

  今年度単元デザインシートをもとにした実践であ

る。８時間の授業計画である。単元のゴールは「整数・

小数・分数，かけ算，わり算が交じった計算をマスタ

ー しよう」である。１つの式に整数、小数、分数が混

じっていてもかけ算、わり算ができるために、クラス

でどのような学び方をしていこうかの計画である。 

導入である第一次では，既習の学習を生かして分数

のわり算の解き方を考えた。被除数と除数に同じ数を

かけても商が変わらないというわり算の性質を利用し

たり，面積図を利用したりする方法を比較することを

通して，分数のわり算は除数の逆数をかける計算にな

ることが理解できた。 

第二次では，主体性を身につけさせるために、自由
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進度学習を行った。整数÷分数の考え方，帯分数の入

った分数のわり算，真分数でわった場合の商と被除数

の関係について，個人でやることの計画を立て考えさ

せた。学び方を自己決定するのである。教師は、机間

支援しながら進度や理解度を見取り，必要に応じて助

言していく。また，学び方の選択を与え、廊下に動画

を視聴できるブースを作ったり，児童同士が自由に関

わり合いながら学んだりすることができるように支援

をした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時は，小数と分数が混在し，乗除が交じった計算

の仕方について考え，学習の見通しを立てさせ，板書

を残しておくことで，次時の活動のヒントとした。 

続いて，0.2÷2/3×3 の計算を考えさせ学校研究と

関連して，0.3÷3/2×3の解き方と0.2÷2/3×3の解

き方とを比較することを通して，小数と分数と整数が

混在し，乗除が交じった計算を解くときのポイントに

ついて，学びを選択し、対話で学びを深める児童が 

多く見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いくつかの考え方を比較することを通して，「小数で

は表せない数も分数では表すことができること」「分数

の計算にすることによって，途中計算での約分が可能

になること」に気づき，乗除法を分数の場合の計算に

まとめることのよさを感じていた。 

（２） ２年算数「分数でわる計算を考えよう」 

長さの学習では，ｃｍやとｍｍの単位を混同した児

童や，ものの長さの量感を捉えられていない児童がい

た。水の体積でもかさの単位で混同が予想され，かさ

の量感も捉えにくかった。 

単元のゴールを「いろいろな水のかさをはかり，か

さの単位を使って表す力をつけよう」とした。 普遍単

位の dL や L，mL を導入するにあたって，長さの学

習での１㎝や１㎜のいくつ分という測定活動をふり返

ることで，かさも１dL のいくつ分という測定の考え方

を引き続き用いることができるのである。 

本時では、主体性を身につけさせるために、意図的

に違う単位どうしを計算している誤答を提示すること

で，誤答理由を相手意識をもって説明できるように工

夫した。「だって」と意欲的に説明しようとする児童が

多く見られた。また、長さの学習を想起させ，リット

ルますやデシリットルます，図などを準備しておくこ

とで，Ｌや dL がいくつ分あるかを考えればよいこと

に着目させ，それらを用いて考え方を説明できるよう

にした。このように、児童の予想する反応を理解し、

教材研究を深めておくことが肝要である。準備が出来

ているからこそ、児童の主体性を身につけさせる手立

てを打つことができるのである。 

途中発展問題で，単位換算が伴うひき算の問題を提

示することで，計算の仕方を互いに説明し合い，理解

を深めるようにした。このことは有効であった。児童 

は、学びを選択しノートで考える、グループで集まり

相談する、デシリットルます、リットルますを手にし

て考えるなど、多様な学び方が広がった点では対話に

よる深い学びをにつながる姿ではなかったか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

任意単位の測定では，体積の大小が比べられないこ

とや， 単位とするものがみんな持っている物とは限ら

ないという問題点から共通の普遍単位の必要性に気付

かせることができた。この場面では、１リットルが１

０デシリットルであることを説明できるかがポイント

であった。 
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また，調べる体積が大きくなると，デシリットルま

すを使っての測定することに時間がかかったり，数値

が大きくなりイメージしにくくなるという問題点から

上位単位の必要性に 気付かせていった。１dL より少

ない体積はどう表現するのか，長さの測定での経験を

想起させながら，下位単位の必要性に着目させる。測

定活動では，測定するだけでなく，予想と実測を交互

に 繰り返すことで，水の体積の量感を養った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の対話で学びを深めさせるために，計算の仕方

をリットルますやデシリットルます，ますの図などを

用いて操作活動をすることで，同じ単位どうし計算す

ることを視覚的にも量感覚を伴って考えさせた。復唱

や繰り返し説明させることで、相手意識があり理解し

ようとする姿があり、学び合いや対話につながった。 

７ 検証・考察 

（１） １学期児童アンケート 

 学校研究の検証を１学期末実施した。本研究の検証

として２点に焦点を当てて、結果を総括し分析とした。 

 まず、「主体性を高めるために」についてである。関

係する児童のアンケートの結果は以下の通りである。 

①主体性を身につけさせる項目について 

【児童】進んで発表しているか。 

 

 低学年が高いことが分かるが、高学年も、どちらか

といえばそう思うを加味すると８０％を超える。主体

性を図る目安としては、意欲が高いと判断できる。 

【児童】ICTを活用しているか。 

 

 全学年どちらかといえばそう思うを加味すると９

０％を超えている。この２つの項目結果から、単元デ

ザインを基に、自己決定の課題を取り入れる授業を計

画すると、ICT を活用しながら進んで発表する児童が

多く見られることが読み取れる。 

②続いて、対話で学びを深める項目について 

【児童】説めい人を使って分かりやすく説明できるか。 

 

 全学年でどちらかといえばそう思うを加味すると９

０％を超えている。授業でペアやグループ、全体での

個人の考えを分かりやすく説明しようとしている児童

が多く見られると考える。 

【児童】ＴＴＡＴは自分の学習に役立っているか。 

このＴＴＡＴとは、タブレットを見せながらペアや

グループで対話をすると言うことである。 

 

 ８ 今後に向けて 

 ２つの仮設を立てながら学校研究を進めている途上

である。重視している取組は、単元デザインシート作

成である。今後も児童が主体的に学び方を自己決定し

ながら、学びを深められるように、教師は児童のよき

伴奏者としての立ち位置で、引き続き研鑽を積んでい

きたいと肝に銘じているところです。 


